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Ⅰ 芸術文化学部及び高岡短期大学部の研究目的と特徴 

 
１ 芸術文化学部・高岡短期大学部の概要 

 （旧）高岡短期大学は，昭和 58年に開学し，昭和 61年 4 月に第１期生を受け入れた。 

平成 17年 10月には，富山県内の３国立大学（（旧）高岡短期大学，（旧）富山大学，

（旧）富山医科薬科大学）の再編・統合により，（旧）高岡短期大学は新しい富山大学の

高岡短期大学部に再編された。一方，この再編・統合を機に，（旧）高岡短期大学と（旧）

富山大学教育学部との多分野にわたる人的資源を最大限に活かし，従来の美術系学部と

は一線を画した学部として１学部１学科５コース制の芸術文化学部が新設され，平成 18

年 4月に第１期生を受け入れた。 

以上の経緯から，中期目標期間における業務実績は，平成 16年４月から平成 17年９

月までは（旧）高岡短期大学，平成 17年 10月以降は新しい富山大学の芸術文化学部及

び高岡短期大学部のものである。 

 

 

２ 基本方針 

（旧）高岡短期大学は，資料１－１に示す基本方針を掲げていた。この基本方針は，

富山大学の芸術文化学部及び高岡短期大学部にも引き継がれ，両学部とも，教育と地域

社会への貢献を重視した研究と実務的・学際的研究を特色としている。 

 

資料１－１ （旧）高岡短期大学の基本方針 
 
高岡短期大学は，開学当初から，多様な分野の研究者に加え民間企業等からの専

門知識を有する実務経験者，工芸作家を登用している。このような教員構成を活用

し，地域社会に広く貢献する研究・制作を推進する。 
教員の研究・制作の質向上については，教育や地域社会への貢献度を含めて評価

するシステムの整備に努める。 
 

（出典：高岡短期大学中期目標） 
 
富山大学は，資料１－２に示す基本理念を掲げ，この基本理念に基づき芸術文化学部

及び高岡短期大学部が存在している。 
 

資料１－２ 富山大学の基本理念 
 
 地域と世界に向かって開かれた大学として，生命科学，自然科学と人文社会科学

を総合した特色ある国際水準の教育及び研究を行い，高い使命感と創造力のある人

材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学，芸術文化と人間社会の調

和的発展に寄与する。 
 

（出典：富山大学中期目標前文） 
 

芸術文化学部の教員は，こうした基本方針・基本理念に沿って，高岡短期大学部の教

員を併任し，教育研究を行っている。 
 

こうした経緯から，以後は（旧）高岡短期大学，新しい富山大学芸術文化学部及び高

岡短期大学部を区別せずに，「学部・短大部」の研究として記すことにする。 
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３ 組織概要 

学生が所属する学部・短大部の教育組織は，資料１－３のとおりである。 
教員は，この教育組織とは別に，研究・制作を推進する教員組織である研究部の３研

究グループに所属している。 

教員の構成は，平成 19年度５月１日現在，教授 28人，准教授 13人，講師７人，助教

６人の計 54 人である（資料１－４）。 

 
資料１－３ 学部・短大部の教育組織 

 

 

（注）平成 18 年度以降は高岡短期大学部学科の学生募集は停止している。 

 

（出典：富山大学案内 2008） 

 

資料１－４ 学部・短大部の教員の教員組織 

 

 

（出典：総務管理課総務係にて調査） 

 

 

(教員が教育を行うために配置されている組織） 
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４ 研究目標 

学部・短大部の基本方針（資料１−１）に基づき，教員は実務経験者・工芸作家を中心に

構成されており，芸術文化分野における作品制作活動や文化支援活動を，学問的研究活動

と同等に位置づけて，これを推進している，という研究の特色がある。 

この特色を生かした研究目標は，次のとおりである。 

 
①研究・制作の高度化・先端化 

    21 世紀の社会は『知性と感性の融合』が求められているとの認識に立って，芸術，

工芸，デザイン，建築，材料科学，文化マネジメント等の領域を背景に，芸術的・

学際的な研究・制作活動を推進し，国内はもとより国際的にも評価されるよう研究・

制作の高度化・先端化を図る。 
 
②社会と連携した研究・制作活動の推進と社会への還元 

    社会が抱えている諸問題，特に地方都市における伝統的地場産業の活性化，高齢

社会に対応した生活環境づくり，心の豊かさを醸成する芸術活動の振興，美しい景

観づくりの推進について，基礎的な調査・課題分析を行う。加えて改善に資する事

業を企画・実行・検証する中で，新たな技術開発や仕組みづくり等の研究・制作活

動を活性化させる。 
 
 

「 想定する関係者とその期待 」 

①富山県内において 

学部・短大部は，銅器・漆器などの伝統工芸やアルミなどの地場産業関係者から新商品

開発などで中心的役割を担うことが求められている。 

北陸新幹線開業に向けた地域公共交通の活性化や立山連峰を仰ぐ美しい景観整備，魅力

的な観光の企画や新たな土産品開発など，地域の取り組むべき課題は多い。 

こうした富山県内の行政や商工関係者，市民団体といった地域関係者から，各関係者と

の連携による地域活性化に関する成果が求められている。 

 

②全国において 

伝統的地場産業は，消費者ニーズの変化や後継者の育成など難しい課題に直面している

ものの，世界的視点から見た時，その技術力や文化性は高く評価されている。今後の伝統

的地場産業や文化事業は，生産性や経済性を求めるだけでなく，生活者の視点に立ったも

のづくりやそれらが活かされる生活文化の提案が求められている。 

こうした全国の伝統産業および美術館等文化事業関係者から，豊かな生活文化の提案・

技術開発に関する成果が求められている。 
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Ⅱ 分析項目毎の水準の判断 
 
分析項目Ⅰ 研究・制作活動の状況 
（１）観点毎の分析 
観点１−１ 研究・制作活動の実施状況 
（観点に係る状況） 
・ 研究の状況 
学部・短大部の教員の論文・著書等の研究業績や学会での研究発表状況，研究成果によ

る知的財産の出願・取得状況等は資料１−１−１のとおりである。年度によって多少の差が

あるが，教員一人当たりの年度研究業績数は３～４件である。 

特許件数が４年間で２件と少ないが，意匠権等，芸術やデザインに関わる知的財産権の

申請を大学として行うことが困難であることが影響している。 

報告書が４年間で 63件あるが，この中には地域連携型の研究成果に関する報告書が含ま

れており，学部・短大部の研究の特色が現れている。 

研究部では，学際的な研究・制作活動を推進するため，平成 19年度から各研究グループ

において教員の研究・制作状況を発表する機会を設けた。加えて，学部間交流を目指して

医学部，薬学部，工学部，人間発達科学部との研究者交流会を７回開催した。また，関連

学会や公募展の調査を実施し，一覧表を作成して全教員に配付した。 
 

資料１−１−１ 年度別研究業績数 
 

著 書 論 文 
資料・ 

ノート 

その他の

著作物 

口 頭 

発 表 
特 許 報告書 その他 

 

年度 

単著 共著 単著 共著 単著 共著 単著 共著 単独 共同 

共

同

研

究 
単独 共同 単著 共著 単独 共同 

 
年度 
計 

16 8 8 8 15 8 6 24 3 18 30 6 0 1 2 8 2 1 148 

17 2 9 9 8 3 3 29 5 17 17 8 0 1 7 7 2 2 129 

18 1 13 12 20 6 15 29 13 34 29 15 0 0 9 13 4 3 216 

19 2 6 7 9 5 4 16 9 30 20 11 0 0 7 10 4 13 153 

小計 13 36 36 52 22 28 98 30 99 96 40 0 2 25 38 12 19  

合計 49 88 50 128 195 40 2 63 31 646 

(注) その他とは，専門誌，新聞，雑誌，報告書等を含む。 
  

 （出典：芸術文化学部研究部にて調査） 

 
 
・制作の状況 
展覧会や公募展等で発表した年度別の作品業績は，資料１−１−２のとおりである。教員

一人当たりの年度別作品業績数は３～５件である。平成 17年度の作品業績数が多くなって

いるが，この中には平成 17年９月の芸術文化学部創設記念「工芸都市 高岡伝統と革新」

展で出展した作品が含まれている（別添資料１）。 

このように，制作活動が盛んに行われていることが学部・短大部の特徴である。 
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 資料１−１−２ 年度別作品業績数 
 

作品制作 展覧会 その他 
年度 

単独 共同 単独 共同 単独 共同 
年度計 

16 103 3 19 32 0 2 159 

17 195 13 24 40 7 4 283 

18 128 7 27 51 14 6 233 

19 132 11 17 31 19 1 211 

小計 558 34 87 154 40 13  

合計 592 241 53 886 

(注) 作品制作とは，絵画，彫刻，メディアアート等の美術作品，金属・漆・木材等 
の工芸作品，プロダクト，ビジュアル，環境，建築等のデザイン作品を含む。 
その他とは，絵画におけるスケッチやプロダクトデザインにおけるプロトタイ 
プモデル提案等を示す。 

 
（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 

 
 
・ 外部資金獲得の状況 
学部・短大部の教員が，科学研究費補助金，共同研究，受託研究，寄附金を合わせて獲

得した外部資金は，資料１−１−３のとおりである。平成 19年度になって寄附金が減少した

ものの共同研究，受託研究は件数・金額とも増加した。 
 
資料１−１−３ 年度別研究資金獲得状況 
 

平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度  
件

数 金  額 
件

数 金  額 
件

数 金  額 
件

数 金  額 

共同研究 2 1,270,000 2 1,560,000 2 920,000 5 1,800,000 

受託研究 

(受託事業含む) 
2 1,038,000 1 630,000 7 6,045,421 10 6,866,175 

寄附金 24 120,283,151 26 6,021,500 17 7,408,500 7 2,350,000 

科学研究費補助金 5 8,300,000 7 15,500,000 4 8,600,000 8 24,270,000 

特定領域研究 1 1,700,000 0 0 0 0 0 0 

基盤研究(B) 1 3,400,000 2 9,800,000 2 6,700,000 3 14,950,000 

基盤研究(C) 2 2,400,000 3 3,600,000 1 900,000 3 5,720,000 

 

萌芽研究 1 800,000 2 2,100,000 1 1,000,000 2 3,600,000 

合  計 33 130,891,151 36 23,711,500 30 22,973,921 30 35,286,175 

 
（出典：総務管理課専門職員（産学連携担当）にて調査） 
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研究目標である「社会と連携した研究・制作活動の推進と社会への還元」に基づき，地

場産業からの受託研究を積極的に行っている（資料１－１－４）。その結果，年々，件数及

び金額とも増加傾向にある（資料１－１－５）。 

このように，受託研究が盛んに行われていることが学部・短大部の特徴である。 

 
資料１－１－４ 受託研究の研究題目 

 

年度 番号 研 究 題 目 

16 
１ 木質構造に最適な新制振技術の開発 

２ 新規熱分解法による重質油熱分解生成物の諸特性の評価 

17 １ 新規熱分解法による重質油熱分解生成物の諸特性の評価 

18 
 

１ (財)高岡市民文化振興事業団シンボルマーク等の提案 

2 JAPAN ブランド育成支援事業 「戦略策定支援事業」 

3 伝統的工芸品産業等調査研究 「高岡銅器」 

4 新しい表面処理技術の開発による無鉛高錫青銅の実用化と地場産業への展開 

5 製品の複雑形状化・高精度化・微細化及びハイサイクル生産に対応する金型及び成形技術の開発 

6 高岡開町 400 年ロゴマークの提案 

7 地場産杉の間伐材を利用したインテリア家具の製品化 

19 

1 とやまの森づくりサポートセンターミニ旗及びのぼり旗のデザイン化 

2 製品の複雑形状化・高精度化・微細化及びハイサイクル生産に対応する金型及び成形技術の開発 

3 窒化物―炭素系ナノコンポジット膜の開発によるアルミ切削工具への展開 

4 とやま県産材シンボルマークの補作業務 

5 ゆらぎ華飾技術を用いた携帯電話取替カバーのデザイン提案 

6 金属工芸を支える用具・原材料関連業者の現状調査 

7 二番町の御車山の車輪の漆工部分の復元修理における指導 

8 防音パーテーション設置に関わるデザインの提案 

9 インターフェース・マーク(アイコン)のデザイン 

10 公共施設における家具の設計と量産加工技術の研究 
 

（出典：総務管理課専門職員（産学連携担当）にて調査） 
 
資料１－１－５ 受託研究費獲得額の推移 

 

 
（出典：総務管理課専門職員（産学連携担当）にて調査） 

 
 
 
科学研究費補助金の申請時には，芸術文化系の研究に対応した説明会を学部独自に開催

するなど推進活動を行った結果，申請可能な教員の申請率は，平成 18 年の 51％から平成

19年には 81％に向上し，採択件数・獲得金額が伸びを見せた（資料１−１−６）。 
一方，関連する外部資金の一覧を作成・配付し，積極的にこれらを活用する支援を行っ

た。 
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資料１−１−６ 科学研究費補助金獲得額の推移 

 

 
（出典：総務管理課専門職員（産学連携担当）にて調査） 

 
 
・受賞・講演・報道の状況 

広範囲にわたる研究・制作成果の中で，平成 16～19年度の間，国際賞 1，全国規模の賞

7，富山県における地域レベルの賞４を受賞した（資料１－１－７）。 

国際学会等においては 20件，全国規模の学会等で 37件，富山県内の学会等で 65件の講

演を行った（資料１－１－８）。 

研究・制作を評価して，世界的なメディアで 6件，全国規模の新聞，雑誌，テレビなど

で 50件，富山県内のメディアで 58件の報道がされた（資料１－１－９）。 

 

資料１－１－７ 研究・制作成果の受賞数（平成 16年度〜平成 19年度） 

 

 

 

（注）分類の項，国際とは，海外で開催される賞もしくは日本にあっても世界的に公募される

賞を示す。 

全国とは，全国規模で開催されその専門分野で広く認知されている賞を示す。 

地域とは，富山県内を対象にしたその専門分野で広く認知されている賞を示す。 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査）
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資料１－１－８  研究・制作成果の講演数（平成 16，17年度） 

 

 

 

（注）分類の項 

国際とは，海外で行われた講演および日本において多数の外国人が参加して開催された

国際会議等における講演を示す。 

全国とは，全国各地からの要請に基づいて行われた講演を示す。 

地域とは，富山県内からの要請に基づいて行われた講演を示す。 

 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 
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資料１－１－８  研究・制作成果の講演数（平成 18年度） 

 

 
 

 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 
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資料１－１－８  研究・制作成果の講演数（平成 19年度） 

 

 
 

 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 
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資料１－１－９ 研究・制作の報道数（平成 16・17年度） 

 

 

（注）分類の項 

国際とは，海外配信された報道を示す。 

全国とは，全国規模で配信された報道を示す。 

地域とは，富山県内規模で配信された報道を示す。 

 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 
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資料１－１－９ 研究・制作の報道数（平成 18年度） 

 

 
 

 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 
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資料１－１－９ 研究・制作の報道数（平成 19年度前半） 
 

 
 

 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 
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資料１－１－９ 研究・制作の報道数（平成 19年度後半） 

 

 

 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 

 

 

 

・ 研究・制作成果公開の状況 
①芸術文化学部紀要の創刊 

情報広報委員会の中に紀要専門委員会を設置して，学部の紀要のあり方を種々議論し，

社会との連携活動や教員の作品を紹介するギャラリー頁を含んだ新しいスタイルかつ電子

ファイルでも公開する学部紀要とし，第 1巻を平成 18 年 12 月に，第 2巻を平成 19 年 12

月に発刊した（資料１－１－１０）。  

 

②芸術文化学部創設記念「工芸都市 高岡伝統と革新」展 
学部と地域が組織的に連携した制作活動としての共同制作品 38 点と，教員の日頃の研

究・制作品 45点を発表するため，平成 17年９月〜10月の 1カ月間，高岡市美術館におい

て芸術文化学部創設記念「工芸都市 高岡伝統と革新」展を開催した結果，2,453人の入場

者があった（別添資料１）。 
 

③高岡駅地下芸文ギャラリーの開設 
高岡市から「衰退する中心市街地の活性化策の企画と実施に関する要請」を受け，教員

が所属する研究グループを横断した「高岡駅地下活性化プロジェクト（実施期間：平成 19

年４月から平成 21年３月末の 2年間）」を組織した。 

このプロジェクトの活動の結果，平成 19年４月，高岡駅地下街に学部・短大部の作品展

示場「高岡駅地下芸文ギャラリー」を開設し，これまでに資料１－１－１１のような展示

を行なった。このことにより，教員の制作活動を広く公開すると同時に，今後のまちづく

りや地場産品の活性化に繋がるマーケットデータの調査拠点を構築した。 
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 資料１－１－１０ 芸術文化学部紀要（第１巻）の概要 

 

 

 （出典：富山大学 芸術文化学部紀要（第１巻）） 
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資料１－１－１１ 「高岡駅地下芸文ギャラリー」での展示状況 
 

 

（注）展示状況は，ギャラリーの専用ホームページ（http://geibungallery.jp）においても写真 
入りで紹介している。 
 

（出典：芸術文化学部研究部にて調査） 

 

 
 
（２）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 
期待される水準にある。 

（判断理由） 

・研究・制作の状況 

平成 16・17年度は３大学再編・統合の準備作業に追われた時期であった。しかし，平成

16～19年度に学会等で発表した研究業績数は 646件，展覧会等で発表した作品業績は 886

件と，毎年，概ねコンスタントな活動を行った（資料１－１－１,１－１－２）。 

・外部資金の獲得状況 

研究目標に基づき，地場産業からの受託研究を積極的に行い，年々，件数及び金額とも

増加した（資料１－１－５）。 

学部の新たな研究体制ができてからは科学研究費補助金申請に積極的に取り組むように

務めた結果，申請率は，平成 18年の 51％から平成 19年には 81％に向上し，採択件数・獲

得金額も大きく伸びを見せた（資料１−１−４）。  

・受賞・講演・報道の状況 

受賞では，スペイン政府が主催するカーサアジア賞や第 23 回日本伝統漆芸展の最高賞で

ある文化庁長官賞が注目される（資料１－１－７）。 

講演では，アセアンセンター，北京工商大学など中国の大学，米国マリー州立大学，日

本・スペイン外務省が主催する講演会で講師を務めた。また，高岡市と東京で開催した「日

仏景観会議」や中国・山東省において開催した「斉都臨 和漢代銅鏡鋳造業国際学術研討会」

などでは講師だけでなく会議そのものの企画・運営を行い，これらを通して研究・制作成

果の公開に努めた（資料１－１－８）。 

報道では，NHK が８日間にわたってフランスと衛生中継した「世界遺産フランス縦断の
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旅」で解説を行い，スウェーデンや上海のメディアでは，制作したインタラクティブアー

ト作品が報道された。中国青銅鏡鋳造技術の解明を試みた日中共同研究では全国的に多数

の報道が行われた。この他，地域のテレビ・ラジオ・新聞でも多数報道された（資料１－

１－９）。 

・研究・制作成果公開の状況 

創刊した学部紀要は，研究論文だけでなく作品や年間の活動業績一覧を掲載し，さらに

社会との連携事業も含めて大学の研究・制作活動が一望できる内容とし，電子ファイル化

により情報公開に務めた（資料１－１－10）。 

平成 17 年９月〜10 月の 1カ月間，高岡市美術館において芸術文化学部創設記念「工芸

都市 高岡伝統と革新」展（別添資料１）を開催し，学部と地域が組織的に連携した作品紹

介や今後の方向性を提案した。 

平成 19年度からは，制作成果としての作品公開は，高岡駅地下芸文ギャラリーを開設し

たことで常設展示が可能になり，一般市民が気軽に見学できる環境を整えた（資料１－１

－11）。加えて企画展示は，ホームページでも公開し，会場に行けない場合や過去の展示を

遡って見たいニーズに対応した。 

 
これらのことから地域及び全国の関係者から期待される水準にあると判断する。 

 
 
分析項目Ⅱ 研究成果の状況 
（１）観点毎の分析 
観点２−１ 研究成果の状況 
（観点に係る状況） 
 学部・短大部の研究目標に基づき，次のような優れた研究・制作成果を上げている。 
 

学術・芸術面 

研究・制作の高度化・先端化を図った成果は，次のとおりである。 

中国で初めて出土発見された前漢代の青銅鏡の鋳型を日中共同で調査し，技術面から考

察した。結果は三編から成る報告書にまとめられ，発行に合わせて山東省において国際学

会を開催した（業績番号：1001）。 

漆工芸では，引き型乾漆技法により，花の蕾みをモチーフとした甲面のふっくらと盛り

上がった八角の陵花型食籠を制作し，第 23回日本伝統漆芸展の最高賞である文化庁長官賞

を受賞した（業績番号：1002）。 

絵画では，水彩ロール紙に３年に渡り１日１コマの絵画を作成した「日記」３点をはじ

め，タブロー73点を集めて安達博文展を駒ヶ根高原美術館において開催し，NHK教育テレ

ビ新日曜美術館アートシーンで紹介されたほか，2006年度東郷青児記念大賞候補者として

推薦を受けた（業績番号：1003）。 

新たな芸術領域であるインタラクティブアートでは，台湾や上海などの権威ある展覧会

で，開催場所に合わせた技術対応を行った電子昆虫採集システムを展示し，未来志向型環

境芸術作品として評価された（業績番号：1004）。 

 

社会・経済・文化面 

社会と連携した研究・制作活動の推進と社会への還元を行った成果は次のとおりであり，

特に富山地域の産業界や文化施設の期待に応えている。 

アートマネジメントでは，長崎県立美術館において，公立美術館としては全国で初めて

指定管理者制度を導入した地域連携発信型美術館の新しいモデルを構築した。また，日本

におけるスペイン美術最大のコレクションである「須磨コレクション」の調査・分析・研

究を指導し，プラド美術館，コンプルテンセ大学（スペイン）と共同で本格的なスペイン

美術収集を整備した（業績番号：1005）。 
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サインデザインに関する調査・研究を行いサイン用語のハンドブックを刊行（日本サイ

ンデザイン協会）した他，富山県の美しい景観づくりに向けて『富山県景観広告デザイン

ガイドライン』を作成した（業績番号：1006）。 

フランス語の原著書を翻訳し，A4 版 647 頁にもおよぶ『ル・コルビュジエ事典』（中央

公論美術出版）を刊行し，有名建築家の研究に欠かせない資料を作成した（業績番号：1007）。 
 

 
（２）分析項目の水準及びその判断理由 
（水準） 
期待される水準にある。 
（判断理由） 
学部・短大部の研究目標「研究・制作の高度化・先端化，社会と連携した研究・制作活

動の推進と社会への還元」に沿い，学部を代表する研究業績リスト（Ｉ表），研究業績説明

書（II 表）に示した優れた研究・制作業績が上がった。 

 

・富山県内において 
漆工芸では，引き型乾漆技法による作品を制作し，第 23回日本伝統漆芸展の最高賞であ

る文化庁長官賞を受賞した。また，屋外広告物の改善に取り組む富山県に対して，富山県

景観広告ガイドラインを作成して広告主や広告業者が取り組むべきデザインの指針を示し

た。 

このようなことから，富山県内の地場産業関係者や行政関係者の期待に応えた。 

 

・全国において 

中国青銅鏡の鋳造技術の研究では，地域の伝統産業から発展し国際的な学会を設立する

など，地域を飛び出した研究・制作活動が行われた。 

絵画では，駒ヶ根高原美術館において大規模な個展である安達博文展を開催し，インタ

ラクティブアートでは，台湾や上海などの権威ある展覧会で，招待展示を行った。 

『ル・コルビュジエ事典』は A4判 647頁にもおよぶ翻訳書で，世界的に評価されている

同書を日本に紹介し関連研究の貴重な資料となった。 

 

以上のことから，学部・短大部の研究・制作成果は上がっており，関係者から期待され

る水準にあると判断する。 
 
 
 
Ⅲ 質の向上度の判断 
 
①事例１「受託研究の推進」（分析項目Ⅰ） 
（質の向上があったと判断する取組） 

研究目標に基づき，地場産業からの受託研究を積極的に行っている（資料１－１－４：

P10-7）。その結果，年々，件数及び金額とも増加し，平成 16年度に比較して平成 19年度

は件数で 5倍，金額で 6.6倍にも増加している（資料１－１－５：P10-7）。 

 このことは，中小企業の多い地場産業関係者の期待に応えていることを示している。 

 以上のことから，研究・制作成果の社会への還元のため，受託研究の推進が向上したと

判断する。 

 
②事例２「研究・制作活動の発信」（分析項目Ⅰ） 
（質の向上があったと判断する取組）
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 社会との連携活動や教員の作品を紹介するギャラリー頁を含んだ新しいスタイルの紀要

を企画し，平成 18年 12月に芸術文化学部紀要を創刊した（資料１－１－10：P10-16）。ま

た，紀要の電子ファイルを公開したことにより，学術情報の発信を効果的に行った。 

 平成 17 年９月〜10 月の 1 カ月間，高岡市美術館において，教員と地域の企業・職人に

よる共同制作品と教員の日頃の研究・制作品の展示を行い，2,453人の入場者があった（別

添資料１）。 

 また，高岡市から「衰退する中心市街地の活性化策の企画と実施に関する要請」を受け，

弾力的な組織横断的研究グループとして高岡駅地下活性化プロジェクトを組織した結果，

平成 19年４月，高岡駅地下街に学部・短大部の作品展示場「高岡駅地下芸文ギャラリー」

を開設した。これまでに各種のイベントや学部・短大部の関連作品を展示し，平成 19年度

は市民向けに 18件の展示を行うことができ，のべ 7,115人の市民が来場した（資料１－１

－11：P10-17）。 
このように，「芸術文化学部紀要の創刊」と「工芸都市 高岡伝統と革新 展」と「高岡駅

地下芸文ギャラリーの開設」を通して，平成 16 年度と比較して，毎年，教員の研究・制作

活動を広く公開する手段を充実させてきた。 
 以上のことから，研究・制作活動の発信が向上したと判断する。 
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学部・研究科等を代表する優れた研究業績リスト(Ⅰ表)

－

法人名

研究業績名
細 目
番 号

共同
利用
等

１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準(200字以内)

２．選定した研究業績リスト

長崎県美術館における文化マネジメントの実証的研究

サインデザインに関する調査研究

『ル・コルビュジエ事典』

漆芸作品「乾漆八角食籠」

「安達博文展　現代の写楽か－安達の眼－（絵画作
品）」

インタラクティブアート作品「Remain In Light～
new version　for Asia」

從臨斉国故城漢代鏡范和日本収蔵的草葉文鏡范考察銅鏡
制作技術（從臨斉国故城の前漢代の鏡鋳型と日本にある
草葉文鏡鋳型から考察する青銅鏡製作技術）

10整理番号

業績番号
(重点的に
取り組む
領域)

業績番号
(他の組織)

重複して選定した研究業績

学術的
意  義

社会、経
済、文化
的意義

研究業績の
分析結果

富山大学 学部・研究科名 芸術文化学部・高岡短期大学部

「研究・制作の高度化・先端化」を目標に，芸術的・学際的意義が優れている業績，および「社会と連携した研究・
制作活動を推進し社会へ還元する」を目標に，社会と連携し，その改善に貢献している業績を選定した。
学術面では，権威ある賞の受賞，招待展示の対象，国際的活動，社会面では，産業・社会分野での活用，招待講演・
基調講演の対象，審議会等の委員として政策立案に影響力を有した，などを選定の基準とした。
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